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二一
五
九
人
九
歩
と

な

る
が、
出
入
足
は
六一
二
九
人

で、
残
り
の一
万
六
O
三
O

人
は 、
八
六
四
九
人
を
車
領

が
負
担
し 、
七
三
人一
人
九
歩
を
百
領

が
負
担
し

て
い

る。
金
E
羅
社
領
は 、
割
当
人
夫
三
四
六
九
人
に
対
し

て、
二
八
六
七
人
四
歩
を
出

し
て
い

る
だ
け

で
あ
る
（
前
出
『
讃
岐
困

満
雄
池
通
史』）。

文
政
十

年
以
前
に 、
人
夫
割
当

て
の
場
合
や
扶
持
来
の
徴
集
の
場
合
に 、
池
御
料

の
立
場
一を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
か
は、
史
料
不
足
の
た
め
明
ら
か

で

な

い。

第3章

国

満
濃
池
の
決
壊

底
樋
を
半
永
久
的

な

石
樋
に
仕
替
え

る
普
請
は、
石
樋
部
分

が
嘉
永
宜

年
の
十
二

月
二
十
二
日
に
終
了
し

て
上
棟
式
を
行
っ
た

が、
堤
防
の
修
復

が
約
半
分
残
っ

て
い

た。
翌
六
年
九
月
九
日
か
ら
工
事
を
続
行
し

て、
翌
嘉
永
六

年
（一
八
王一ニ）
十一

月
に
完
成
し

て、
底
樋
仕
替
え
の
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
人
々
は
心
か
ら
喜

5
5

 

ぴ
あ

っ
た。
当
時 、
構
議
池
に
近
い
岸
上
村
の
奈
良
家
に
寓
居
し

て
い
た
歌
人
の
奈

島
松
荘
は、

常と
磐E
と
し

1ρ 

ひ な
出 せで るてコ ＇、
る さ
や を

J、
世
々
た
たへ
ん

池
水の

だ 中きカさ と
の 六で 、 、 ニ

ヵ：朝号車雲喜善
石四す は 政 請関
樋町る た 元 は 係
の叫こ ち年 、 者
基置と z の 前 の

がち春述 功
え樹で充ま L 績

喜百 E r 百 ti
ii!! O て宮 J 1
撰Zがl 田 異与て
であ1 植常草い
あ っ i え も弘る

っ た1 は

な

.；，， -
r; 富士宮ま
か の 揺 た；，；＇.五

地 を 。 緊年
七 震 放 六�「
月 で 水月℃満

音量 主 2 思詰
の の 、 つ を 普
午地 潤て 残議
後盤 沢大 L 図
こが

な

雨 て』
時 緩 木がい
ご ん の 続 た
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ろ
樋
外
の
石
垣
か
ら
本

が
漏
れ

て
い
る
の
を
池
守
の
池
下
小
太
郎
が
発
見
し 、
直

ち

に
各
方
面
に
通
知
し

て
対
策
を
講
巳
た。

ゆ
た
－s

い
か
必

翌
六
日
朝 、
埼
行
三
間
（
五・
四
六
が）
の
筏
を
組
ん
で
古
蚊
帳
に
小
石
を
包
ん

で
流
し 、
漏
れ
口

が一
番
揺
と
二
番
揺
の
聞

で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た 。
畳
ご
ろ
布

団
に
石
を
包
み
漏
れ
口
に
埋
め 、
更
に
土
俵
六
O
個
を
沈
め
た

が
漏
水
は
ま

す
ま

す

増
加
し
た。

七
日
に
は 、
丸
亀
か
ら
漁
船
二
重
を
運
ん

で
水
上
か
ら
の
防
水
に
努
め 、
入
日
に

RO
A
S
h－c

am－z
 

は
阿
波
町
南 一
方
か
ら
海
士
二
人
を
招
い

て
孔
ロ
を
調
査
し
よ
う
と
し
た

が、
水
勢

が
激
し
く

て
近
づ
く
こ
と

が
で
き
か
っ
た。
九
日
に

な

っ
て 、
高
松

丸
亀
両
藩
か

ら
人
夫
四
O
O
人
を
出
し

て
三
O
O
俵
の
土
俵
を
孔
ロ
に
投
入
し
た

が
効

な

く 、
遂

に
決
壊
し
た。
数
日
の
漏
水
で
池
の
水

が
減
少
し

て
い
た
の

で、
幸
い
に
も
人
畜へ

し
令

ど

の
被
害
は
少

な

か
っ
た

が、
肥
沃

で
あ

っ
た
耕

地
が一
瞬
に
し
て
赫
土
と
化
し
た

（「
万
濃
池
概
記」） 。

ムノ、

明
治
三
年
の
再
々
築

廃
池
十
六
年

満
捜
池
の
決
壊
後 、
石
樋
仕
替

普請
が
社
撰

で
あ

っ
た
と 、
そ
の
責
任
を
問、つ
声

も
あ

っ
た

が、
長
替
川
喜
平
次
は
憶

す
る
こ
と

な

く 、
各
方
面
と
交
渉
し

て、
安
政

三
年
（一
八
五
六）
に
竪
樋
と
櫓
の一
部
を
仕
替
え

る
普
請
の
目
論
見
を
た

て、
代

官
所
の
許
可
を
得

る
こ
と
に
成
功
し
た 。

同
年
十
月
に
竪
樋一
一
間
半
（
二
0・
九
三H削）
の
仕
替
え
に
つ
い

て
の
入
札

が

大
阪

で
行
わ
れ 、
用
材
費
銀一
六
貫
七
O
O
匁 、
大
工
手
間
貰
銀一
貫一
一一ニ
匁 、

丸
亀
港
よ
り
普
請
所
ま

で
の
連
鍛
人
足
貫
銀
四
貫
七
九
匁
四
医 、
合
計
銀一一一
貫

八
九
二
年
四
厘

で
謹
屋
吉
郎
右
衛
門

が
落
札
し
た。

H 
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そ
の
後 、
書
敷
か
ら
代
官
所
恕
バ
の
田
川
勝
太
夫

が
池
御
科へ
渡
海
し
た
時 、
農

民
た
ち
の
願
出
に
よ
っ

て
槍
材
の
大
量
は
古
材
を
用
い

る
こ
と
を
許
さ
れ
た
（
斎
部

馨
著
『
設
岐
国

満
濃
池
通
史』） 。

こ
の
普
請
計
画
は 、
そ
の
後
ど
う

な

っ
た
か
明
ら
か

で

な

い。
お
そ
ら
く 、
竪
樋

に
続
く

底
極
を
木
樋
に

す
る
か
石
樋
に

す
る
か

で
意
見

が一
致
せ
ず 、
計
画
だ
け

で

中
止
さ
れ
た
の

で
在
い
だ
ろ
う
か 。
こ
の
計
画
を
検
討
し

て
み

る
と 、
安
政
元

年
の

満
捜
池
の
決
壊
は 、
堤
防
の
中心
部
分
だ
け

で
あ

っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
の

で
あ

る。

議 池

そ
の
後
も
長
谷
川
喜
平
次
は、
私
財
を
投
じ

て
池
町
再
築
の
た
め
に
奔
走
し
た

が、
池
御
料
三
村
の
意
見
を
と
り

ま
と
め 、
更
に
高
松
落
と
丸
亀
藩
の
意
見
を一
つ

に
ま

と
め

る
こ
と
は
困
難

な

こ
と

で
あ

っ
た。

高
松
藩
は
こ
の
機
会
に 、
那
珂
郡
内
の
小
池
を
修
築
し

て、
干
ば
つ
に
備
え

る
こ

と
を
先
と
し 、
安
政

五
年
（一
八

五
人）
八
月
に
は、
安
政
元
年
十一

月
の
大

地
震

E
『
1
2
；ι

で
堤
防
の一
部

が
決
壊
し
た
買
田
池
の
底
相
上
置
普
請
に 、
銀
六
O
貫
目
を
貸
し
つ

け 、
三
O
余
石
の
田

地
を
与
え

て
池
敷
を
増
し 、

水
掛
り
を
三
O
O
O
石
か
ら

八
五
O
O
石
と

す
る
大

普請
を、
延
人
夫

五
万
三
O
O
O
人
を
投
じ
た
藩
の
郷
普
藷

と
し

て
行
っ

て
い

る
（「
日
本
湛
瓶
水
利
慣
行
の
史
的
研
究
各
論』） 。
引
き
続
い

て

：
！？

吉
野
村
の
木
崎
に
新
地
を
築
き 、
深
田
の
大
池
を
事
築
L 、
七
箇
村
の
己
勘
加
の
増

築
を
計
画
し
た
（「
満
漉
池
記』）。

丸
亀
藩
は、
こ
の
援
金
に
前
議
池
の
水
掛
り
か
ら
離
脱
し
よ
う
と

す
る
多
度
津
藩

の
立
場
に
影
響
さ
れ

て、
満
雄
池
の
再
築
に
消
極
的

な

態
度
を
採
ら
ざ

る
を
得

な

‘
3
：。

カ
f
t

第l節 満

万
延
元

年
（一
八
六
O）
三
月、
槙
田
門
外
の
事
変

が
起
こ
り 、
以
後 、
国
論
は

尊
王
擾
夷・
公
武
合
体
と
ま

す
ま

す
紛
糾
し 、
外
国
船
の
来
航
も
激
し
く

な

っ
た。

文
久
二

年
（一
八
六
二）
十一
月、
長
谷
川
喜
平
次
は

満
提
池
の
再
築
を
み

る
こ

と

な

く 、
六
七
歳

で
南
死
し
た 。
以
後 、
長
谷
川
佐
太
郎
（一
八
二
七

九
八）

が

池
御
科
百
姓
総
代
と
し
て 、

満
議
池
の
再
築
の
た
め
に
活
寵

す
る
こ
と
と

な

っ
た。

元
治
元

年
（一
八
六
回）
十一
月、
幕
府
は
満
漉
池
の

あ
る
幕
領
七
箇
村
と
池
御

科
三
か
村
の
支
配
を、
以
後
五
か

年
聞
を
限
っ

て
高
松
藩
に
委
託
し
た 。

地
御
科
榎
井
の
博
徒

で
あ

り 、
勤
王
詩
人
と
し

て
知
ら
れ 、
長
谷
川
佐
太
郎

が
兄

j
i

 

事
し

て
い
た
日
柳
燕
石
（一
八一
七
l

九
人）
は、
次
の
詩
を
長
笹
川
佐
太
郎
に

贈
っ

て
い

る。

柳 箇 万
辺 々 農
樟言田

巴
池

人
z

睦｝鹿Zは （ れ
ね ＇／＇ て
つ 講 十
三五ま
，か垂品E
茜£つ且の 熔

？ 寺
号 1
満
櫨

i 

同

有
志
の
活
躍

那
珂
郡
金
蔵
寺
村
の
人
和
泉
虎
太
郎
は 、
砂
糖
製
造
販
売
業
者
と
し

て
成
功
し 、

「
鉛
彪」
と
呼
ば
れ

て
大
阪
市
場
の
糖
価
を
左
右

す
る
ほ
ど
の
豪
商

で
あ
っ
た。

完
治
元

年、
虎
太
郎
は
大
阪
の
豪
商
白
川
彦

五
郎
と
交
渉
し内

満
揖
池
町
築
地
費

を
借
銀

す
る
こ
と
を
内
契
約
し

て
高
松
藩
に
申
し
出
た

が、
高
松
藩
の
了
解
は
得
ら

れ

な

か
っ
た。

慶
応
元

年
ご
入
六
五）
五
月、
虎
太
郎
は
長
文
の
嘆
願
書
を、
知
人
を
通
じ
て

L
1

2
1

京
都
の
朝
廷
に
差
し
出
し
た 。
そ
の
内
の
仕
様
見
積
の
概
要
の
第
二
項
に 、
「
拾
樋

か
え
句

み

ろ
〈

な
まHb

の
儀
は 、
従
前
に
顧
み 、
弥
勅
池
同
様
に
池
町
生山吉
を
彫
抜
く
積
り」
と

あ
る
の

は 、
当
時
の
状
況
と
考
え
合
わ
せ

て
卓
越
し
た
意
見
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。
し

か
し
第

五
項

で、
「
積
高
入
用
銀
は、
大
坂
銀
主
よ
り

借
り
入
れ 、
水
掛
り
村
々
に

て
引
請
証
文
を
差
し
入
れ 、
元
利
を
払
い
納
め

る」
と
述べ

て
い

る
の
は 、
大
阪
商
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ため池誌

人
の
町
人
引
請
新
田
の
構

相ゲ乞一
部
組
み
直
し
た
も
の
に
過

ぎな
い 。
こ
の
嘆
願
書

は
「
地
御
料
の
代
表
者
を
加
え
て
再
臨
す
る
よ
う
に」
と
い
う
但
し
書
き
を
つ
け
て

返
還
さ
れ
て
い
る
（
斎
部
馨
『
讃
岐
国
満
謙
池
通
史」）。

慶
応
三
年
（一
八
六
七）
十
月
十
四
日 、
将
軍
徳
川
慶
喜
は
大
政
を
朝
廷
に
奉
還

し 、
同
年
十
二
月
九
日
に
王
政
復
古
が
宣
言
さ
れ
た 。
塵
応
四
年一
月 、
鳥
羽
伏
見

の
戦
が
起
こ
っ
て
慶
喜
軍
が
敗
退
し 、
旧
幕
府
領
は
朝
廷
の
直
轄
地
と
な
り 、
一－一
月

に
は
江
戸
城
が
明
け
渡
さ
れ
た 。

慶
応
四
年
三
月 、
長
替
川
佐
太
郎
は
嘆
願
書
を 、
倉
敷
に
設
け
ら
札
て
い
た
新
政

府
の
弁
事
伝
達
所
に
差
し
出
し
た 。

嘆
願
書
は 、
満
設
池
が一
四
年
前
に
堤
防
が
決
壊
し
て
廃
池
と
な
っ
て
か
ら
の
水

掛
り
の
事
情
を
述
べ 、
池
御
料
三
村
の
農
民
の
困
苦
の
実
情
を
説
明
し 、

第3掌

今
般
大
政
御一
新
改
革
と
承
り
御
願
申
上
侯 、
相
卒
完
成
を
以
て
三
藩
に
抑
せ
つ
け
ら
れ

侯
て 、
満
議
池
を
旧
来
の
通
り
改
修
相
成
り
像
機 、
誼
ん
で
覇い
奉
り
候

と
結
び 、
「
天
領
讃
州
那
珂
郡
榎
井
村
百
姓
総
代

る。

佐
太
郎」
と
署
名
さ
れ
て
い

同
年
九
月
八
日
に
明
治
と
年
号
が
改
め
ら
れ
た。
明
治
元
年
九
月
十
六
日
付
で
弁

事
御
伝
達
所
は
佐
大
郎
に
対
し
「
願
い
の
通
り
倉
敷
県へ
申
L
聞
か
せ
置
き
候
問 、

岡
県へ
伺
出
る
べ
く
候
事」
と
通
達
し
た 。
以
後 、
意
敷
県
が
中
央
政
府
の
許
し
を

受
け
て 、
高
松
藩
と
丸
亀
藩
と
多
度
津
藩
に
対
し 、
早
急
に
満
雄
池
町
改
築
に
着
手

す
る
よ
う
働
き
か
け
た 。
し
か
し 、
三
曹
の
意
見
は
一な
か
な
か一
致
b
な
か
っ
た 。

佐
太
郎
は 、
私
財
を
投
じ
て
各
藩
の
聞
を
斡
旋
し 、
た
び
た
び
海
を
渡
っ
て
童
敷

県
庁
に
願
い
出
た 。
そ
の
結
果 、
高
松
藩
の
執
政
で
農
地
局
長
を
兼
ね
て
い
た
松
崎

渋
右
衛
門
と 、
倉
敷
県
参
事
の
島
田
泰
雄
の
支
持
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た 。

ご
ろ
に
は
早
く
も
成
功
す
る
見
通
し
に
な
っ
た
が 、
丸
亀
藩
の一
部
に 、
な
お
石
穴

の
成
功
を
危
ぶ
む
声
が
あ
っ
て 、
築
堤
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た。

明
治
三
年
（一
八
七
O）
正
月 、
長
谷
川
佐
太
郎
は
海
を
渡
っ
て
倉
敷
に
赴
き 、

県
庁
に
次
の
嘆
願
書
を
差
し
出
し
た 。

讃
州
那
珂
郡
満
議
拍
車
池
且
後
握
防
修
築
の
義 、
毎
々
嘆
願
事借
り
候
得
共 、
御
領
々
熟
知

行
届
き
兼
ね 、
十
館
年
を
量
り
年
々
水
干
の
損
失
少
な
いか
ら
ず 、
百
姓一
同
疲
弊
相
い
極

仇
ん
む
・
9

ま
り
抑留
豆
困
苦
の
処 、
大
政
御一
新 、
下
民
の
苦
情
を
深
〈

御
憐
憧
遊
ば
さ
れ
侯
街

柄 、
嘆
願
の
趣
御
聞
済
成
さ
れ 、
な
ほ
高
松
御
藩
御
上
向
に
酔
て
は 、
厚
き
思
召
に
て
堤

uu
hq
か
た

防
修
築 、
丸
亀
御
事
と
ご
熟
知
行
き
届
き 、
既
に
昨
巴
八
月
中 、
石
穴
穿
方
御
取
掛
り
に

相
成
り 、
有
種
き
仕
合
に
存
じ
奉
り
候 、
右
は
御
商
議
御
引
請
に
て 、
石
工
人
夫
等
も

呈
夜
相
い
働
き
居
り
申
し
佐
得
ば 、
最
早
絵
在
穿
方
に
相
い
成
り 、
是
迄
の
模
樟
に
て
は

さー
す
ら
え

来
る
三
月
中
旬
の
慣
に
は 、
成
功
と
相
い
見
え
申
候 、
左
候
得
ぽ
其
他
早
々
御
堂
聾
に
相

成
候
裳
と
存
じ
奉hり
候 、
操
り
と
い
え
ど
も
当
用
水
と
て
も
追
々
近
付
申
し
候
問 、
万一

S
E
 

当
年
干
盤
仕
り
候
筒 、
用
水
の
手
当
御
座
無
〈
侯
時
は 、
在
弊
相
い
極
り
屠
り
申
候
百

L
2
2

E
 

絵 、
最
早
凌
方
の
術
尽
き
必
至
薩
渋
仕
る
可
く
候 、
兼
て
御
商
務
に
て
も
其
の
簾
深
く

御
鍵
察
在
り
な
さ
れ 、
前
条
畢
夜
の
人
夫
御
似制
御
座
侯
御
中 、
区
々
管
見
促
し
奉
り
候
稼

の
儀
申
し
上
げ
奉
り
候
段 、
実
以
て
恐
れ
入
り
事借
り
候
得
失 、
猶
此
上
精
一々
至
急
御
修
築

み
金

で

き

不
自
皆
出
来
の
上 、
当
用
水
取
調
方
に
棺
成
候
様 、
恐
れ
乍
ら
早
々
御
両
議へ
御
掛
合
成

さ
れ
候
は
ぱ 、
広
大
の
御
仁
恵
重
々
宥
り
難
き
仕
合
に
存
じ
奉
り
候 、
依
て
此
段
嘆
願
候

満 捜 池

以
上

午
正
月

総
托

長
谷
川
住
太
郎
印

第1節

長
香
川
住
太
郎
の
嘆
願
書
の
趣
は 、
採
用
に
相
い
な
り 、
住
太
郎
は
即
日
帰
村
L
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明
治
二
年
（一
入
六
九）
六
月 、
松
崎
渋
右
衛
門
は
長
谷
川
住
太
郎
と
と
も
に
満

護
池
町
現
地
を
視
察
し 、
旧
堤
防
の
酉
隅
が
自
然
の
大
岩
盤
で
あ
る
こ
と
に
着
目

し 、
こ
の
大
岩
盤
に
陸
道
を
掘
り
抜
い
て
底
樋
と
す
れ
ば 、
揺
替
の
普
請
を
免
れ 、

堤
防
が
決
壊
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
と
確
信
し
た 。
渋
右
衛
門
の
命
を
受
け
た
性
太

郎
が
倉
敷
に
渡
り 、
島
田
幸
雄
に
情
況
を
説
明
し 、
賛
同
を
得
た 。

底
樋
を
木
樋
と
す
る
か
石
樋
と
す
る
か
に
つ
い
て 、
な
お
意
見
が
対
立
し
て
い
た

時
に 、
底
樋
を
杭
対
と
し 、
そ
の
成
否
に
つ
い
て
は
高
松
藩
が
責
任
を
も
っ
と
い
う

渋
右
衛
門
の
決
意
は 、
多
度
津
藩
と
の
関
係
で
遼
巡
し
て
い
た
丸
亀
曹
の
藩
論
を 、

よ
う
や
く
池
の
再
築
に
協
力
す
る
方
向
に
向
か
わ
せ
た。

石
穴
の
日制
限
工
事
は 、
寒
川
郡
富
田
村
の
庄
屋
軒
原
庄
蔵
を
起
用
し
て
行
わ
れ

か

t

た 。
庄
蔵
は 、
弥
勅
池
町
掛
井
手
の一
部
を
石
穴
と
す
る
貫
穿
工
事
に
成
功
し
た
技

術
者
で
あ
っ
た 。
庄
蔵
は 、
満
議
池
町
現
地
を
綿
密
に
観
察
し 、
大
岩
盤
が
す
べ
て

岩
石
で
あ
っ
て 、
中
間
に
土
を
含
む
も
の
で
な
い
こ
と
を
報
告
し
て 、
関
係
者
を
喜

ば
せ
た 。

一

満
濃
池
の
工
事
は 、
高
松
藩
が
主
と
な
っ
て
行
い 、
丸
亀
藩
が
こ
れ
に
協
力
し
て

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が 、
工
事
の
着
手
に
先
立
っ
て
九
月
八
日
に
松
崎
渋
右

衛
門
が 、
高
松
藩
内
の
内
証
に
よ
っ
て 、
域
内
で
謀
殺
さ
れ
た 。

再
々
築
成
る

明
治
二
年
｛一
八
六
九）
九
月
十
六
日 、
ま
ず
石
穴
葬
削
の
工
事
に
着
手
し
た 。

高
松
藩
か
ら
は
代
官
平
尾
弥
三
郎
が 、
丸
亀
藩
か
ら
は
普
請
奉
行
模
井
弥
右
衛
門
が

出
張
し
て
指
揮
に
当
た
り 、
人
夫
は 、
多
度
津
藩
を
除
く
讃
岐
全
域
か
ら
徴
集
さ
れ

た。工
事
は 、
高
松
藩
郡
司
で
松
崎
渋
右
衛
門
の
命
を
受
け
て
い
た
谷
本
宗
次
郎
が
中

心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た 。
石
穴
は 、
軒
原
庄
蔵
の
車
越
し
た
技
術
に
よ
っ
て
年
末

た 。倉
敷
県
庁
で
は 、
佐
太
郎
の
嘆
願
書
を
民
部
省
と
大
蔵
省
に
申
達
す
る
と
と
も

に 、
二
月
五
日
に
参
事
島
田
泰
雄
が
渡
海
し
て
池
御
料
を
訪
ね 、
榎
井
村
の
近
藤
喜

平
邸
を
臨
時
の
出
張
所
と
し
て
会
議
を
聞
い
た 。
高
松
藩
か
ら
は
郡
司
の
谷
本
宗
次

郎
と
山
田
三
九
郎
が
出
席
し 、
丸
亀
藩
か
ら
は
郡
司
の
各
務
半
左
衛
門
が
出
席
し

た 。
笹
本
宗
次
部
が 、
至
急
築
堤
工
事
に
取
り

掛
か
る
べ
き
こ
と
を
要
望
し 、

慎
重

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
各
務
半
左
衛
門
の
曹
見
と
対
立
し
た
が 、
島
田
泰
雄
が

説
得
し
て
よ
う
や
く
二
月
二
十
三
日
か
ら
築
堤
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た

（「
万
漉
池
概
記」）。

そ
の
後
工
事
は
順
調
に
進
み 、
三
月
十
五
日
に
石
穴
が
貫
通 、
六
月
三
日
に
築
堤

が
完
成
し
た 。2

1

 

工
事
の
遣
い
漬
役
夫
は 、
合
計一
四
万
四
九
九
六
人 、
総
工
費
は
三
万
人
0
0
0

円
で
あ
っ
た
が 、
別
途
に
長
笹
川
佐
太
郎
が
運
動
費
そ
の
他
で
私
財一
万
数
千
円
を

使
出
し
た
と
い
う 。

完
成
し
た
池
の
規
模
は 、
堤
長
四
五
間
半
（
八
二

八一
HM） 、
堤
高
二ニ
問

（
二
三・
六
六H
己 、
天
幅
八
問
（一
四・
五
六H
C 、
敷
幅
六
五
問
（一
一
八

三

M
Y
石
穴
と
な
っ
た
底
樋
は 、
長
さ
三
O
間
五
尺
三
寸
（
五
六

二一
MM）
で 、

堅
樋
と
の
接
合
部
分
七
問
（一
二

七
四
肘｝
は 、
従
前
の
と
お
り
木
樋
で
あ
っ

た 。
石
穴
の
内
径
は 、
高
さ
三
尺
五
寸
（一

O
六
M） 、
幅
三
尺
（
O

九一

肘）
で
あ
っ
た 。
竪
樋
は 、
木
造
の
尺
凡
極
で
長
さ
を一
入
間
（
三
二
・

七
六
釘）

に
縮
め 、
櫓
を
四
個
と
し 、
上
よ
り一

番－
二
番
と
数
え
る
よ
う
に
改
め
た 。
こ
の

普
請
に
よ
っ
て 、
貯
水
量
は
五
人
四
万
六
O
O
O
J
に
増
大
し
た 。

明
治
三
年
六
月
の
竣
工
に
よ
っ
て 、
鵜
足
郡
八
か
村
三一
六
O
石
の
水
掛
り
と 、

多
度
津
藩
領一
一一
か
村
八
O
七
五
五
二
斗
の
水
掛
り
が 、
満
設
池
の
水
掛
り
か
ら
離

脱
し
た
の
で 、
以
後 、
満
濃
池
の
水
揖
り
は
二
万
四
五
七
九
石
と
な
っ
た 。
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讃岐のため池誌



ため地詰

史』）。

同

樋
菅
取
替

第3章

明
治
三
年
（一
八
七
O）
に
設
置
し
た
樋
管
の
う
ち 、
木
造
で
あ
っ
た
竪
樋
と
底

極（
石
穴）
の
前
部
と
の
接
合
部
が
腐
朽
し
た
の
で 、
明
治
三
十一
年（一
八
九
八）

に
改
修
工
事
を
実
施
し
た 。
竪
植
は 、
長
さ一
人
間
（
三一一

七
六
M）
内
径
幅
四

尺
二
寸
（一

二
七
肘）
高
さ一
尺
入
す
（
0・
五
五
が）。
櫓
は
四
か
所 、
上
部

三
か
所
は
方－一
間（
三

六
回
H似
て
最
下
部
櫓
は
幅－一
問 、
長
さ
三
間（
五・
四
六

M） 、
高
さ
二
聞
で
あ
っ
た 。
底
樋
の
石
穴
と
竪
樋
の
取
付
け
部
分
は 、
長
さ
七
問

（一
二－
七
回H
C 、
内
径
幅
四
尺
二
寸
（一
・

二
七
M） 、
高
さ一一
尺
二
寸
（
O

六一
HM）
で
あ
っ
た 。
工
期
は
約
五
か
月 、
工
事
費
は一
万
三
O
O
円
余
で
あ
っ

た 。
同

第一
次
嵩
上
げ

明
治
三
十
八
年
（一
九
O
五） 、
第一
次
嵩
上
工
事
を
実
施
し
た。

明
治
維
新
後 、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
製
塩
業
が
盛
大
に
な
っ
て 、
燃
料
で
あ
る
松
葉

が
品
不
足
と
一な
り 、
高
価
に
な
っ
て 、
入
金
林
が
覆
伐
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 。
満

濃
池
の
直
接
流
域
で
あ
る
江
畑
と
五
毛
の
山
々
も
切
り
荒
さ
れ
て 、
赤
茶
け
た
山
肌

を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た 。
池
町
水
溜
ま
り

が
悪
く
な
り 、
洪
水
の
た
び
ご
と
に
土

砂
が
掛
井
手
を
埋
め 、
池
底
に
堆
積
し
た。

ホ
掛
り
の
北
部
で 、
砂
糖
零
細
や
棉
畑
炉
本
固
化
し
て 、
ホ
需
要
が
増
加
し
て
い

る
状
況
と
あ
わ
せ
て 、
満
濃
池
の
水
事
情
は
年
と
と
も
に
悪
化
し
た 。
明
治
二
十
七

年
（一
八
九
四）
の一
三
五
日
問 、
降
雨
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
大
干
ば
つ
で
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん 、
そ
の
後
も
数
回
干
ば
つ
の
被
害
を
受
け

た
の
に
か
ん
が
み 、
嵩
上
げ
工
事
と
そ
れ
に
伴
う
金
木
吐
け
改
良
工
事
を
行
っ
た
の

害」） 。工
事
は 、
大
正
三
年
（一
丸一
回）
九
月
十
三
日
に
起
工
し 、
同
年
十
二
月
十
五

日
に
竣
工
し
た 。
総
工
費
は一
万
人
丸一一一
円
五
五
銭
で
あ
っ
た 。

配
水
塔
の
構
造
は 、
円
筒
形
煉
瓦
積
み
で
高
さ
六
五
尺
（一
九

七
M） 、
内
径

七
尺
（一一
一
一一
対） 、
外
形
上
部一
五
尺
（
四・
五
五
M） 、
外
形
底
部
二
四
尺

（
七・
三H
C 、
吸
入
鉄
管
径
二
・

二
尺
（
0・
六
七
M）
の
も
の
七
個
で
あ
っ

た。
（
註）
配
水
塔
は 、
昭
和
五
年
（一
九
三
O）
の
第
二
次
嵩
上
工
事
で 、
五
尺
継
ぎ
足
さ
れ

て
七
O
尺
（
二一

二一
肘）
と
な
っ
た 。
亘
に 、
昭
和
三
十
周
年
に
竣
工
し
た
第

三
次
嵩
上
工
事
で 、
高
さ
が
三
O
M 、
内
在
が
宜
討
と
な
り 、
唖
水
管
も
内
在
0・
八

肘
の
も
の
が
八
個
と
な
り 、
底
樋
管
も
延
長
さ
れ
て一
九
七
M
と
なっ
た 。
な
お 、

「
証
文
揺」
は 、
「
満
濠
池
の
水
深
が
地
底
か
ら
こ
三
尺
（
六
九
七
M）
に
な
る

と 、
こ
の
水
に
つ
い
て
は
横
行
に
も
と
づ
い
て
上
龍
地
域
の
町
村
に
限
り

使
用
で
き

る
と
了
解
さ
れ
て
い
た
が 、
昭
和
二
十
七
年
以
降
は
二
七
尺
（
入・
一
入
M）
に
改

め
ら
れ
た
と
い、っ 。

第
二
次
嵩
上
げ
と
財
回
川
承
水

池

回大
正
十一二
年
の
干
ば
つ
で 、
満
濃
池
町
水
掛
り
は
一
一
二
O
町
歩
が
被
害
を
受

け 、
減
収
高
は一
万
＝＝
二
二
石
に
遣
し
た 。

水
利
組
合
は 、
干
害
対
策
と
し
て
精
密
な
事
業
計
画
を
た
て 、
大
正
十
五
年

（一
九
二
六）
一
月
に 、
県
を
通
じ
て
農
林
大
臣
に
補
助
を
自・
請
し 、
政
務
次
官
三

土
忠
造
の
尽
力
に
よ
っ
て 、
同
年
四
月
十
四
日
に
補
助
額
内
定
の
通
知
を
受
け
た

（『
満
議
池
史
要』） 。

事
業
の
目
的
は 、

一 、
用
水
補
給
の
目
的
を
以
て 、
満

議
池
の
嵩
上
並
に
付
帯
工
事
と
し
て
配
水
塔
の

継
足

底
樋
管・
余
水
吐・
道
路
付
替・
取
入
水
路
並
に
隠
道
の
改
修

ii 満第l簡

で
みの
る 。
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こ
の
工
事
に
よ
っ
て 、
満
雄
池
は
堤
防
を
三
尺
（
0・
九
三
巴
嵩
上
げ
し 、
有

効
水
深
が
二
尺
八
寸
四
分
（
0・
八
六
討）
増
加
し 、
貯
水
量
も
六
六
七
万
八
O
O

O
J
と
な
っ
た 。
余
ホ
吐
け
は 、
新
L
く
護
摩
壇
岩
の
東
側
の
山
裾
に
隠
道
を
通
し

て 、
第一一
の
余
ホ
吐
け
を
設
け
た。
お
手
斧
岩
は
大
師
の
御
遺
跡
と
し
て
保
存
さ
れ

た 。工
期
は
約
五
か
月
で 、
明
治
三
十
九
年一
月
十
七
日
に
竣
工
し
た 。
工
事
費
は

一
万
六
七
六一
円
で
あ
っ
た 。

同

配
水
塔
の
建
設

大
正
二
年
（一
丸一
一一一） 、
満
雄
池
で
は
竪
樋
と
底
樋
の
木
造
部
分
の
取
替
工
事

が
議
題
に
上
っ
た 。
明
治
三
十一
年
に
取
替
普
請
を
し
た
部
分
が
骸
み
か
け
た
の
で

あ
る 。

ー、
沿
い
h
av
p、

同
年
三
月 、
仲
多
度
郡
長
と
し
て
着
怪
し
た
乾
貢
は 、
満
捜
池
水
利
組
合
の
管
理

i－る
かい”

者
と
し
て
現
地
を
視
察
し 、

前
任
地
の
霊
知
県
の
入
鹿
池
の
施
設
と
比
較
し
て 、
配

水
塔
の
建
設
が
必
要
で
あ
り 、
か
つ
急
務
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た ロ

乾
貢
は 、
早
速
県
に
申
請
し 、
技
師
に
命
じ
て
設
計
書
を
作
ら
せ 、
水
利
組
合
の

役
員
会
に
計
っ
た 。
組
合
で
は 、
水
利
増
行
と
の
関
係
が
あ
っ
て
な
か
な
か
意
見
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た。

翌
年
三
月 、
乾
貢
は
三
豊
郡
長
と
し
て
転
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た 。
転
任
に
先
立

つ 、
三
月
十
七
日
の
水
利
経
告
の
役
員
舎
の
席
上 、
乾
貢
は
声
涙
と
も
に
下
る
演
説

を
行っ
て 、
代
議
員
の
賛
同
を
求
め
た 。
後
任
の
郡
長
山
口
利
文
は 、
翌
月
の
役
員

会
で
「
配
水
塔
が
で
き
て
も
満
議
池
の
水
利
慣
行
で
あ
る
証
文
揺
と
樋
外
五
十
石
の

特
権
は
存
続
す
る」
と
い
う
こ
と
を
議
事
録
に
残
す
こ
と
を
条
件
と
し
て
反
対
派
を

納
得
さ
せ
て 、
配
水
塔
を
建
設
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
（
満
護
町
真
野
コニ
浦
章一

一 、
用
水
幹
線
中
大
分
木
股
よ
り
藤
兵
衛
股
ま
で
の
旧
来
水
路
の
改
修 、
並
に
藤
兵

衛
股
よ
り
新
に
暗
渠
の
埋
設
を
行
い
旧
幹
線
に
替
へ
ん
と
す 。

と
な
っ
て
い
て 、
以
後
の
満
雄
池
改
修
の
方
向
を 、

車中
げ 、
河
川
か
ら
の
承
水 、

用
水
路
の
改
修
で
あ
る
と
明
示
し
て
い
る 。

／／f
、

塩
入
川
か
ら
の
承
水
は 、
寛
政
八
年
（一
七
九
六）
に
岩
崎
平
蔵
（一
七
六
人
l

一
入
国
O）
が
承
水
路
の
設
計
図
を
描
い
て
高
松
藩
に
上
申
し
た
が
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
計
画
（「
奈
良
家
文
書
絵
図」）
で 、
そ
れ
以
来
の
AZ
顕
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か 。
大
正
十
五
年
の
計
画
書
で
は 、
特
に
付＝一吉
の
欄
を
設
け
て 、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る 。

本
計
画
中 、
混
入
取
水
工
事
は
新
に
水
源
を
開
発
す
る
も
の
と
す 。
本
地
は
既
に
述
べ
た

る
如
く 、
土
砂
打
止
の
工
事
を
摘
し
て
貯
水
力
の
減
殺
を
防
吉 、
又
堤
防
の
掲
上
を
行っ

て
池
水
の
増
加
を
図
り 、
更
に
幹
線
水
路
を
改
修
し
て
配
水
の
使
を
良
く
せ
ん
と
す
る

も 、
其
の
根
本
た
る
水
顕
の
事
に
欠
〈
る
所
あ
ら
ん
か 、
十
全
の
効
を
見
る
こ
と
龍
わ
ざ

れ
ば 、
今
池
水
を
豊
富
に
し
て
干
害
の
憂
患
を
除
却
す
る
の
方
法
を
立
つ
る
は 、
差
し
本

事
業
の
主
眼
と
す
る
所
な
り 。

由
来
本
池
の
広
大
な
る
に
比
し 、
従
来
の
集
水
面
積
狭
少
に
し
て
雨
量
ま
た
多
か
ら
ず 、

冬
春
の
侯
降
雨
多
量
な
ら
ざ
れ
ば
池
水
を
満
た
す
に
至
ら
ざ
る
故
に 、
夏
雨
少
な
く
し

て 、
桂
々
河
底
の
千
調
を
見
る
地
方
と
し
て
は 、
平
年
に
於
て
用
水
不
足
を
告
く
る
こ

と 、
敢
て
世
し
む
に
且
ら
ざ
る
な
り 。
然
れ
ど
も 、
本
池
の
南
方一
短
嶺
を
隔
て
て 、
財

図
川
の
揮
流
あ
り 、
七
力

村
塩
入
山
よ
り

発
し
て
三
豊
郡
を
貫
琉
す。
此
の
河
川
は
盛
夏

と
援
も
流
水
尽
く
る
こ
と
な
く 、
一
朝
降
雨
あ
ら
ば
奔
流
荷
帽
に
撞
る
も
の
あ
り 、
本
池

’b’ヱ〈

－
部
の
水
覇
地
た
る
本
谷
川
よ
り
置
に
五
丁
余
に
過
ぎ
ざ
れ
ば 、
財
図
川
の
下
誌
に
必
要

な
き
時 、
其
の
河
水
を
引
入
る
と
せ
ば 、
本
池
仁
充
満
せ
し
む
る
こ
と
容
易
な
り
と
す

｛
後
略）
g
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ため池誌

工
事
は 、
昭
和
二
年
に
県
営
用
排
水
幹
線
工
事
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
決
定

し 、
同＝一
年
に
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し 、

周
五
年
（一
九
三
O）
に
竣
工
し
た 。

満
雄
池
は 、
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
水
深
が
五
尺
（一
・

玄
二
釘）
増
加
し
て
五
五

尺
（一
六
・

七
が）
と
な
り 、
貯
水
量
が
七
入
O
万
J
と
な
っ
た 。
余
水
吐
け
の
幅

が
二
倍
と
な
っ
て
九
六
尺
（
二
九
・

－
M）
と
な
り 、

樋
管
も
拡
大
さ
れ
て
五
尺

（一
・

五
二M
C
X
囲
尺
｛一
・

二
一
釘）
と
な
っ
た 。

貯
田
川
か
ら
承
水
す
る
塩
入
水
路
は 、

長
さ
入
五
問
（一
五
四
・

七
封） 、

底
幅

五
尺
（一
・

五
二
M） 、

高
きご一
尺
（
0・
九一
MM）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
に
改

ら
れ 、
長
さ
ニ
ニ
O
問
（
四
O
O
M）
幅
六
尺
（一
・

人
二
MM）
高
さ
七
尺
（一

MM）
の
陸
道
と
続
き 、

毎
年
十一
月一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間 、
承

水
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た 。
な
お 、

大
水
の
時
に
は 、

財
田
川
下
琉
の

防
災
の
た
め 、

協
議
に
よ
っ
て 、

臨
時
に
承
水
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る 。
水

量
の
取
り
決
め
は
な
い。

藤
兵
衛
股
以
北
の
用
水
路
も
計
画
ど
お
り
完
成
し
て 、
以
後
の
用
水
路
改
修
の
指

針
と
な
っ
た 。
こ
の
工
事
に
要
し
た
事
業
費
の
総
額
は 、
回
二
万
八
七
O
O
円
で

あ
っ
た。

第3章
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第1節 満 捜 池

け

十

満
濃
池
の
近
代
化

H 

第
三
次
嵩
上
げ
と
土
器
川
承
水

昭
和
十
四
年
（

了九
三
九）
の
大
干
ば
つ
で 、
満
捜
池
の
水
掛
り
は 、
徹
底
的
な

被
害
を
受
け
た 。
丸
亀
平
野
の
大
部
分
を
か
ん
が
い
水
域
と
す
る
が 、
田
植
え
水
も

後
水
も 、
南
部
平
野
に
は
あ
る
程
度
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
て
も 、
北
部
平
野
に
は

行
き
届
か
ず 、
補
助
水
涯
に
依
存
し
て
も 、
な
お
大
被
害
を
受
け
る
と
い
う 、
満
濃

池
の
水
事
情
を
根
本
的
に
解
決
す
る
大
改
修
が
待
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 。

昭
和
十
五
年
（一
九
四
O）
に 、
県
営
満
措置
池
用
水
改
良
事
業
が
始
め
ら
れ 、
長

い
苦
し
い
戦
中
戟
後
を
経
て 、
同
三
十
四
年
｛一
九
五
九）
三
月
に 、
満
捷
地
の
第

三
次
嵩
上
げ
工
事
が
よ
う
や
く
竣
工
し
た 。

工
事
は 、
旧
堤
の
外
法
に 、
旧
堤
よ
り
六
M
高
い
三
二
M
の
新
堤
防
を
築
造
し 、

堤
訪
の
東
寄
・り
に
側
溝
余
水
吐
を
設
け 、
貯
水
量
は 、
旧
貯
水
量
の
七
人
O
万
J
か

ら一
躍
倍
増
し
て一
五
回
O
万
J
に
な
っ
た。

貯
水
量
の
増
加
に
伴
い 、
新
た
に
土
器
川
の
余
剰
水
を
承
水
す
る
こ
と
と
な
り 、
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ため地誌

天
川
頭
首
工
と
天
川
導
水
路
延
長
四
六
六
人
M
が
新
設
さ
れ
た。
こ

の
事
業
費
は
増

築
工
費
三
億
四
七
五一
万
円 、
天
川
導
水
路
工
費一
億
五
二
六
九
万
円 、
金
書
川
左

岸
水
路
工
費
七
O
八一
万
円 、
そ

の
他

の
雑
費
を
古
め
て
総
額
五
億
四
三
三
二
万
円

で
あ
っ
た。

第3牽

あ な
る り こ。 、 の

諸大
般 工

の 事
要の

苦言応 に
じ よ
る っ
こ て
と

の 満
で 濃
き 池
る は

震音
的 第
な ー
用 の
＊ か

？
ん
カg

u、
な 用
っ た
た め

の 池
で と

同

用
水
路
の
改
修

倍
増
し
た
貯
水
を
水
掛
り

全
域
に 、
無
駄
な
く
配
水
す
る
た
め

の
用
水
路

の
本
格

的
な
改
修
工
事
が 、
県
営
金
倉
川
沿
岸
用
水
改
良
事
業
と
し
で 、
昭
和
二
十
人
年
四

月
に
着
工
し 、
岡
田
十
四
年
（一
九
六
九）
三
月
に
竣
工
し
た。
こ

の
工
事
は、
丸

亀
幹
線
用
水
路
か
ら
買
団
幹
線
用
水
路
に
い
た
る
全
用
水
路
を
近
代
化
し 、
天
川
頭

首
工

の
改
修
を
も
古
め
た
大
工
事
で 、
総
事
業
費
は
六
億
三
九一
二
万
二
O
O
O
円

で
あ
っ
た 。
費
用
負
担
は、
国
費
五
O
軒 、
県
費
二
五
折 、
地
元
二
五
割れ
で
あ
っ

た。こ
の
工
事

の
完
成
に
よ
っ
て 、
主
要
幹
線
水
路
が
新
設
さ
れ
た
り
改
修
さ
れ
て 、

公
平
な
用
水

の
配
分
が
図
ら
れ 、
農
業
生
産

の
拡
大
と
と
も
に 、
非
能
率
的
な
用
水

施
設
（
股
や
小
池）
を
廃
止
し 、
農
業
基
盤

の
整
備
と
水
利
費
司
節
減
を
は
か
り 、

農
業
経
営

の
合
理
化
と
併
せ
て、
地
域
開
発
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た。

国

飲
用
原
水
の
供
給

満
援
池

の
貯
水
量
が
増
加
し
た

の
で 、
「
か
ん
が
い
ホ
に
余
裕

の
あ
る
時」
と
い

う
条
件
付
き
で、
昭
和
四
十
四
年
か
ら 、
飲
用
原
水

の
供
給
が
認
め
ら
れ
た。
現

在 、
丸
亀
市・
善
通
寺
市
と
満
雄
町
に
供
給
し
て
い
る
が 、
そ

の
量
は
逐
年
増
加
す
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る
傾
向
で
あ
る
と
い
う 。
し
か
し 、
か
つ
て
は
水
掛
り
全
域
に
生
活
用
水
音
供
給
し

て
い
た
満
濃
池
と
し
て
は 、
一
つ

の
歴
史
的
な
使
命
を
果
た
し
て
い
る

の
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る。

昭
和
四
十
八
年
（一
九
七＝一）

の
大
干
ば
つ
に 、
八
月
十
二
日
か
ら
高
松
市
に
対

L 、
満
濃
池
水
系
か
ら 、
香
川
用
水
東
部
幹
線
水
路
に
よ
っ
て、
日
量
五
O
O
O
J

の
ホ
を
送
っ
た
（『
香
川
歴
史
年
表
l

明
治
元
年
か
ら
現
代
ま
で』）
こ
と
は、

持A臨

池
町
歴
史

の
尊
い
一
ペ
ー

ジ
で
あ
る。

同

観
光
資
源
化

満
護
池

の
周
辺
に
は、
仲
南
町

の
ゴ
ル
フ
場
に
続
い
て 、
昭
和
六
十
三
年
（一
九

人
人）
六
月一
日
に 、
県
営

の
満
濃
池
森
林
公
園
が
開
園
し
た。
満
濃
町
営

の
か
り

ん
公
園
も
徐
々
に
設
備
を
充
実
し 、
か
り
ん
亭
に
続
い
て
か
り
ん
会
館
が
建
ち 、
日

曜
市

の
建
物
も
姿
を
現
し
て、
堤
防
付
近
が
変
貌
し
た 。

満
雄
池
と
土
器
川
に
挟
ま
れ
た
正
稜
地
三
五
O
P
に
立
地
し
た
「
国
営
讃
岐
ま
ん

の
う
公
園」
も 、
平
成
十
年
入一
九
九
八）
四
月
に一
部
開
園
し
て 、
な
お
着
々
と

施
設
を
拡
充
し
て
い
る。
満
濃
池
周
辺
町
道
路
も
近
代
的
に
整
備
さ
れ
た。

か
ん
が
い
用
た
め
池
と
し
て

の
根
本
的
な
使
命
を
果
た
し
な
が
ら
も 、
な
お 、
周

辺
の

こ
れ
ら

の
観
光
地
と

の
調
和
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が 、
今
後

の
満
濃
池

の
使
命

で
あ
る。

国

流
域
の
森
を
育
て
る

昭
和
五
十
年
（一
九
七
五）
六
月
十一
日
に 、
香
川
用
水

の
本
格
的
適
木
が
開
始

さ
れ
て、
満
漉
池

の
水
掛
り

の
北
部
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が 、
ホ
顕
で

あ
る
高
知
県

の
恥
骨
胤
ダ
ム

の
貯
水
量
が
不
安
定
で、
徳
島
県

の
池
田
ダ
ム
か
ら

の

配
水
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
多
い 。
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第2筋 三豊平野のため池

戸
同

豊
稔
池
の
築
造

明
治
二
十
七 、
二
十
八
年
（一
八
九
五）
と
二
年
続
き
の
干
ば
つ
は 、
常
習
的
な

水
不
足
に
苦
し
ん
だ
農
民
た
ち
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た 。
そ
の
後
持
余
曲
折
を
経

て
深
刻
な
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め 、
大
正
七
年
（一
九一
八）
十
二
月
二
十
七

日 、
大
野
原
材
を
中
心
に一
町
四
か
村
（
大
野
原
村・
五
郷
村・
荻
原
村－
枠
田

村・
豊
浜
町）
に
お
い
て
大
関
耕
地
整
理
組
合
｛
初
代
総
合
長
合
回
梅
太
郎）
が
設

立
さ
れ
た
が 、
そ
の
目
的
は
井
関
池 、
大
谷
池
の
増
築
で
あ
っ
た 。

大
正
八
年
度
に
は
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ 、
組
合
員
（
地
主）
の
同
意
説
得
等
が

進
め
ら
れ
た
が 、
合
団
組
合
長
が
病
気
の
た
め
大
正
九
年
四
月
十
日
に
辞
任
し 、
組

合
長
空
席
の
ま
ま
年
を
越
し
組
合
瓦
解
の
危
機
に
直
面
し
た 。
時
局
打
開
の
た
め 、

大
正
十
年
六
月
十
六
日
の
組
合
会
で
三
豊
郡
長
末
沢
平
吉
を
第
二
代
組
合
長
に
選
出

し
た
が 、
地
域
が
広
く
未
同
意
地
主
や
小
作
科
の
増
額
な
ど
の
問
題
が
停
滞
し
て
お

り 、
総
論
賛
成
各
論

反
対
で
何
の
進
展
も

な
か
っ
た 。
末
沢
経

合
長
は
大
正
十一
年

五
月
十
九
日 、
組
合

会
を
招
集
し 、
停
滞

し
て
い
る
現
状
を
つ

ぶ
さ
に
説
明
す
る
と

と
も
に
解
決
策
三
索
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を
提
出
し
て
組
合
会
に
諮
っ
た。
利
害
が一
致
す
る
区
域
を
各
施
行
区
と
し
て
全
組

合
地
区
を
第一
一弘
（
井
関
地
水
利
区） 、
第一一
区
（
大
谷
池
水
利
区
て
第
三
区（
広
庄

池
水
利
豆）
に
区
分
し 、
そ
の
他
の
地
域
を
徐
外
し
た。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
工
区

が
事
業
を
実
施
し 、
そ
の
経
費
を
そ
札
ぞ
れ
の
地
区
が
負
担
す
る
と
い
う
第
三
案
で

あ
っ
た 。
こ
の
意
見
を
提
案
し
た
加
地
茂
治
部
の
現
実
に
刻
し
た
説
得
力
の
あ
る
意

見
に
評
議
員
は
満
場一
致
で
賛
同
し
た 。
末
沢
緩
合
長
は
第一
区
の
強
い
要
望
に
応

え 、
こ
れ
ま
で
の
井
関
池
増
築
計
画
を
廃
棄
し
て寸
枠
田
川
上
流
の
五
郷
村
岡
野
々

に
新
池
を
築
造
す
る
と
と
を
発
議
し
た 。
こ
れ
ま
で
大
き
〈
廻
り

道
を
し
て
い
た
田

d

野

生耕
地
築
造
計
画
は
艶
聞
を
あ
げ
た
の
で
あ
る 。
こ
の
第
三
区
制
に
よ
る
事
業
実
－

施
の
方
針
が
確
立
し
た
の
を
機
に 、
末
沢
組
合
長
は
三
豊
郡
長
の
職
に
専
念
す
べ
く

辞
意
を
表
現
し
た 。
組
合
会
は
や
む
を
停
ず
申
し
出
を
受
け
入
れ 、
人
望
の
厚
い
加

地
茂
治
郎
を
第
三
代
組
合
長
に
満
場一
致
で
選
出
し
た 。

大
正
十
三
年
（一
九
二
四）
の
夏
は
空
梅
雨
で 、
七
月
に
入
っ
て
も

二摘
の
雨
も

な
く 、
抽出
は
酒
渇
し
飲
料
水
に
も
こ
と
欠
く
状
況
で 、
子
ば
つ
の
惨
禍
は
目
前
に

迫
っ
て
い
た。
こ
の
た
め
農
民
た
ち
の
動
揺
は
大
き
く 、
あ
る
日 、
農
作
業
を
し
て

い
た
農
家
の
人
た
ち
は
誰
い
う
と
な
く
「
三
三
五
五」
入
幡
神
社
に
集
ま
っ
た 。
そ

の
数
は
百
数
寸
人
に
も
遣
し 、
無
情
の
天
を
仰
ぐ

者 、
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
新
池
計

画
に
業
を
に
や
す
者 、
未
同
意
地
主
を
非
難
す
る
者
が
続
出
し 、
こ
の
駿
し
い
用
水

不
足
を
回
避
す
る
に
は
新
池
の
築
造
以
外
に
な
い
こ
と
を
申
し
合
わ
せ 、
新
池
築
造

の
促
進
運
動
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
衆
議一
決
し
た。

十
げ
か
さ

す
島

〈
お

野
由民
着
姿
の
ま
ま
菅
笠 、
鋤 、
鍬
を
肩
に
し
た
農
民
た
ち
は
何
班
に
も
分
か
れ
て

行
動
し 、
ま
ず 、
組
合
に
事
業
の
促
進
を
要
望
し
た
後 、
未
同
意
の
地
主
や
入
作
地

主
を
訪
ね 、
新
池
築
造
の
早
期
実
現
を
強
く

訴
え
た 。
こ
の
百
姓一
援
に
も
似
た
突

発
的
な
騒
動
は
農
民
大
会
と
も
い
う
べ
き
形
で
前
後一一
回
に
及
び 、
そ
の
後
の
事
業

促
進
に
大
き
い
効
果
を
も
た
ら
し
た ロ
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（一
人
六
九
ー一

九
二
九）

の
指
導
に
よ
る
も
の
で
あ

る 。
一
般
常
識
で
は 、
ダ

ム
は
底
辺
が
厚
て
上
方
が

薄
い
三
角
状
の
断
面
の
重

力
式
が
安
定
惑
が
あ
る
と

理
解
さ
れ
て
い
た
だ
け

に 、
ダ
ム
直
下
か
ら
見
上
げ
る
と 、
堤
体
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
逆
傾
斜
し
て
い

る
豊
稔
池
の
景
観
は 、
当
時
の
人
々
を
感
暁
さ
せ
た
も
の
で
あ
る 。

工
事
は
す
べ
て
地
元
の
組
合
で
施
行
し 、
築
堤
材
料
の
石
は
現
地
で
採
掘
し
た e

セ
メ
ン
ト
や
砂
は
海
岸
か
ら
牛
車
で
運
び 、
農
民
自
ら
足
場
を
組
ん
で
四
年
の
歳
月

と一
五
万
人
の
労
力
に
よ
り一
石 、
－
石
コ
ツ
コ
ツ
と
築
き
上
げ
ら
れ 、
昭
和
五
年

（一
九
三
O）
三
月
に
完
成
し
た 。
田
野
キ
生
ま
れ
の
元
豊
南
農
協
藤
川
松
太
郎
組

合
長
は 、
少
字
持
代 、
毎
日 、
豊
怠
地
（
田
野
々
池）
の
工
事
現
場
を
眺
め
な
が
ら

小
学
校
へ
通
学
し
て
い
た
が 、
当
時
の
記
憧
と
し
て
「
厳
寒
だ、
と
い
う
の
に
急
坂
を

砂
セ
メ
ン
ト
の
資
材
を
牛
車
に
積
ん
で
運
ん
で
い
る
牛
の
背
中
は 、
水
を
打
っ
た
よ

ga
 

う
に
汗
が
光
り 、
こ
れ
を
引
き
綱
で
引
く 、

叡
者
の
額
か
ら
も
玉
の
よ
う
な
汗
が
流

れ 、
子
供
心
に
強
い
感
動
を
う
け
た」
と
地
域
農
民
自
ら
の
汗
と
脂
で
築
か
れ
た
思

い
出
を
語
ら
れ
た
（『
豊
稔
池
の
築
造』） 。

池
床
探
し
ゃ
五
郷
村
と
の
補
償
協
定 、
地
主
の
啓
蒙 、
地
主
小
作
の
負
担
金
や
小

作
料
の
協
定
な
ど
多
く
の
合
意
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
奔
走 、
特
に
単
身
上
京
し
て

幸
運
な
人
訴
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら 、
加
地
茂
治
郎
組
合
長
の
果
敢

な
行
動
に
は
呂
を
見
は
る
も
の
が
あ
っ
た
（『
豊
稔
池
の
築
造』） a

豊
稔
池
の
築
造
決
定
か
ら
竣
工
ま
で
の
主
な
経
過
を
記
念
誌
「
豊
稔
池
の
築
造』

か
ら
按
粋
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る ロ
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こ
の
新
池
築
造
を
待
望
す
る
現
状
を
目
の
あ
た
り
に
見
た
加
地
組
合
長
は 、
大
正

十
三
年
十
三
月
十
四
日 、
単
身
上
京
し 、
か
ね
て
よ
り
親
交
の
あ
っ
た
香
川
県
選
出

の
三
土
忠
造
（
政
務
官 、
後
農
林
大
臣）
に
沼
野
々
池
築
造
計
画
の
顛
末
を
詳
し
く

説
明
し
て 、
こ
の
工
事
に
対
す
る
助
成
を
請
願
し
た 。
そ
こ
で 、
大
正
十
二
年
四
月

十
二
日
付
で
府
県
が
行
う
用
排
水
事
業
補
助
要
項
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
指

導
を
う
け
た
加
地
経
合
長
は 、
直
ち
に
帰
郷
し 、
知
事
や
県
議
会
議
員
を
訪
ね 、
農

商
務
省
の
意
向
を
伝
え
る
と
と
も
に 、
田
野
々
池
工
事
を
県
営
用
排
水
事
業
と
し
て

実
施
す
る
よ
う
請
願
し
た 。
県
議
会
は
そ
の
主
旨
を
了
承
し 、

翌
日
の
議
会
に
お
い

て
今
井
浩
三
議
員
の
緊
急
動
議
で
建
設
し
た
（
大
正
十
三
年
十
二
月
議
会）
0

田

野
々
池
工
事
を
県
営
工
事
に
移
管
し 、
併
せ
て
必
要
な
予
算
の
修
正
が
行
わ
れ 、
県

営
事
業
（
国
庫
補
助
事
業）
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た。
井
関
池
工
区

の
組
合
員
（
地
主）
数
は一
O
三
七
人 、
面
積
は
六
六
入
町
四
反
で 、
五
O
O
町
歩

の
採
択
基
準
を
充
た
し
て
い
た 。

県
営
事
業
と
な
っ
た
が
組
合
長
は 、
こ
の
工

事
を
救
農
土

木事
業
と
し
て
必
要
な
人
夫
を
地

元
か
ら
徹
集
し 、
建
設
資
金
が
地
元
へ
落
ち 、

ま
た 、
土
木
労
務
者
と
し
て
技
能
を
修
得
さ
せ

る
こ
と
を
語
醸
し
た 。
そ
こ
で 、
人
夫
の
寵
達

が
円
満
に
行
わ
れ
る
よ
う
関
係
各
村
に
呼
び
か

け
る
と
と
も
に 、
各
組
か
ら
は
誓
約
書
を
提
出

さ
せ
て
藷
顕
舎
に
添
付
し
た。

豊
稔
池
の
設
計
は 、
明
治
末
期
に
神
戸
市
上

水
道
の
水
源
池
で
あ
る
烏
原 、
立
・ヶ
畑
ダ
ム
や

千
苅
ダ
ム
（
我
が
毘
最
初
の
ハ
イ
ダ
ム）
の
設

計
に
当
た
ら
れ
た
佐
野
藤
治
郎
工
学
博
士

立’
H
加
茂
茂
治
郎
組
合
長
は
単
身
上
京
し
農
林
大
臣
三
土
忠
造
に
面
談

し 、
田
野
々
池
（
豊
稔
池｝
築
造
を
請
願
し
た 。
そ
の
結
果 、
県
営

事
業
で
の
実
施
の
指
導
を
う
け
知
事
お
よ
び
県
会
議
員
に 、
田
野
々

池
新
築
工
事
を
県
営
事
業
に
移
行
L
国
庫
補
助
申
請
を
要
請
す
る 。

三
分
区
制
に
よ
り
変
更
し
た
地
区
お
よ
び
設
計
書
並
び
に
規
約
の
詑

可
申
請
を
行、つ 。

·
,;. 

大
正
問

.. 

14 

1 

19 

司出役人夫組織一覧表

村 名 組数 棒頭数 年人夫数 計

大野原材 15 151 460 611 

萩原村 6 24 91 115 

中姫村 l 5 65 70 

詐田村 2 22 105 ロ7
合 計 24 202 721 923 

。

14 

2・
羽
上
記
地
区
変
更
お
よ
び
設
計
書
認
可
さ
れ
る 。
な
お 、
規
約
は
同
月

二
十
三
日
認
可
と
な
る 。

，，

14 ·14 

4－
国
三
土
忠
造
政
務
官
田
野
々
池
築
造
予
定
地
を
視
察。

5－
U
田
野
々
池
築
造
工
事
を
県
営
施
工
と
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
る a

6・
M
五
郷
村
と
大
関
耕
地
整
理
組
合
の
問
で
補
償
問
題
に
つ
い
て
の
協
定

成
立。

.. 

14 

,, ,, 

14 

羽－
9
佐
野
藤
次
郎
工
学
博
士
（
議
飛
電
気
取
締
役〕
田
野
々
池
予
定
地
を

視
察。

田
野
々
地
築
走
工
事
出
役
人
夫
を
地
区
内
耕
作
者
に
御
下
命
あ
る
よ

う
加
地
組
合
長
か
ら
知事
あ
て
に
請
願
す
る 。

時
3・
U
県
営
田
野
々
地
築
造
工
事
起
工
式
を
挙
行 。

碍
3・
m

工
事
着
手。
約一
O
O
名
の
人
夫
出
役
す。

国
4・
1
基
礎
工
事
に
着
手。

時
6・
げ
井
関
池
掛
り
（
組
合
第一
区）
と
大
谷
池
卦
り

（
組
合
第
二
区）
の

聞
で
水
利
協
定
成
立 。

B
n
農
林
省
松
浦
翠
技
師
田
野
々
池
工
事
現
場
視
察。

U－
m

佐
野
藤
次
郎
工
学
博
士
（
目
本
水
道
街
生
工
事
株
式
会
社
社
長）
田

野
々
池
工
事
現場
視
察。

5・
m

築
堤
工
事
に
着
手。

か

15 

1 

21 

,, .. 4酢。。

15 15 

,, 昭
和
2
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ため池誌

豊
稔
池
堰
堤
工
事
が
約
七
割
完
成
し
た
の
で 、
大
関
耕
地
整
理
組
合

の
強
い
要
請
を
受
比
暫
定
貯
水
を
開
始
す
る。
か
ん
が
い
期
ま
で
に

三
合
（
三
O
%）
の
初
貯
水
を
行
い
本
年
の
大
干
ば
つ
に
大
い
に
役

立
つ。

三
土
忠
走
大
蔵
大
臣 、
浅
利
三
郎
知
事
お
よ
び
県
議
会
議
員一
行 、

田
野
々
池
工
事
現
場
視
察
の
の
ち 、
加
地
組
合
長
宅
に
寄
り 、
新
池

を
『
豊
怠
池」
と
命
名
す。

昭
和
4

第3章

� 

4

5’
M
 

。 。

5 4 

宅B合

E

hHV

1

3

 豊
稔
池
新
築
工
事
帯
り
な
く
本
B
竣
工 。

竣
工
式
挙
行。

3
－

u

 

ま
た 、
主
要
工
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

漣
舞
型
式
マ
ル
チ
プ
ル・

7
l

チ
ダ
ム
〔
多

挟
扶
壁
式
粗
石
モ

貯
水
量

ル
ヲ
ル
積
堰
堤）

一
五
九
万

一一一
O
O
O
立
方
針

堤
長

堤
高

最
大
水
深
二
五
M

六
P

一
四
五
M

一
三
O
M

積
水
面
積

集
水
面
積

洪
水
量

一

O
O
O
P

七
七
立
方
財
／
毎

秒

配
水
状
況
を
修
正
し
て

昭
和
七
年
に
配
水
機
構

を
確
立
し 、
新
し
い
秩

序
と
し
て
豊
稔
池
普
通

水
利
組
合
（
管
理
者
大

野
原
村
長）
へ
移
管
し

た
（
当
時
の
「
か
ん
が

い
支
配
面
積一
覧
表」

に
よ
れ
ば ‘
六
五
O
町

五
反
九
歩
と
な
っ
て
い

る
ヲ昭

和
四
年
の
干
ば
つ

は 、
豊
稔
池
の
暫
定
貯

水
に
よ
り

子
害
を
免
れ

喜
び
合
っ
た
が 、
昭
和
十
四
年
｛一
九
三
九）
に
も
歴
史
的
な
大
干
ば
つ
に
見
舞
わ

れ
た 。
豊
稔
池
の
築
造
に
よ
る
水
漉
供
給
力
の
強
化
は 、
畑
地
か
ら
回
へ
の
地
回
転

換
が一
二一一
町
七
反
に
遣
し
て
新
し
い
水
需
要
を
産
み 、
更
に
新
た
な
水
源
開
発
が

必
要
と
な
り 、

二
葉
地
と
千
歳
池
の
拡
張
工
事
が
計
画
さ
れ
た。
折
し
も
日
中
戦
争

の
さ
中
で
資
材
労
力
が
不
足
し 、
工
事
の
遅
延
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
が 、
農
家
非
農

家
の
別
な
く
戟
時
下
の
勤
労
動
員
に
よ
り

労
力
が
確
保
さ
れ 、
特
に
盛
土
の
締
め
固

め
は
婦
人
の
千
本
掃
き
が
中
心
で
あ
っ
た。

新
池
の
築
造
や
水
利
機
構
の
見
直
し 、
二
葉 、
千
歳
両
池
の
拡
張
工
事
な
ど
積
極

的
な
対
応
に
よ
っ
て 、
甘
土
料
の
売
買
価
格
が
高
践
し
た 。
そ
れ
ま
で
反
当一
五
O

円
か
ら
こ
O
O
円 、
畑
で
四
O
円
か
ら
七
O
円
で
あ
っ
た
も
の
が 、
三
O
O
円
か
ら

七
O
O
円
に
も
な
り 、

所
有
権
の
売
買
で
は一
O
O
円
以
上
も
蹄
貴
し
た。
地
下
水

4配水分肢の一例
井関幹線鞘卦岐
豊稔池完成後その
配水方法について
の新たなルー ルが

l生まれた。
（昭和40，年損影）

第2節 三豊平野のため池

昭和7年作成古れた
「配水分敵台帳Jと
「配水分岐図j に

は、告分肢の構造寸
法と配水反別が示さ
れている。

余
ホ
吐
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土
砂
吐

越
涜
晦

四
五
M

水
深

0・
七
六
HM

排
水
量

四
六
立
方
針
／
毎
秒

ゲ
ー
ト

（
幅
0・
九
封 、
高一
・

こH
C

径

0・
六
O
M
パ
ル
プ－
個

径
0・
五
五
M
パ
ル
プ
二
倍

値

警

総
事
業
費
豆一
万
九
八
O
O
門

人
夫
延
人
員一一一一
万
四
八
O
O
人

石
工 、
鍍
冶 、
大
工 、
坑
夫

工

期

一
万
六
0
0
0
人

大
正
十
五
年
三
月
二
十
七
日

着
工

昭
和
五
年
三
月一一
十
七
日

韓
工

完
成
後 、
小
作
米
の
増
額
協
定
は 、
築
堤
負
担
金
を
地
主
が
本
田一
反
（一
O

咋）
当
た
り
四
円
五
O
銭 、
畑
田
七
円 、
新
酒
ん
円
五
O
銭
と
し
た
が 、
小
作
米
の

増
額
に
つ
い
て
は
地
主 、
小
作
間
で
合
意
に
達
せ
ず
見
切
り
発
事
で
着
工
し
た 。
昭

和
七
年
九
月
九
日 、
漸
〈

協
議
が
整
い 、
従
来
の
小
作
料
反
当一
石
（一
O
灯
l

当
た

り一
人
O
U）
を
玄
米一
右
八
升
（一
九
四・
由
民）
に
改
定
す
る
こ
と
と
し 、
協

定
斡
旋
者
県
小
作
宮
山
戸
嘉一

、
大
関
耕
地
整
理
組
合
長
加
地
茂
治
郎 、
大
野
原
村

長
守
谷
安
太
部 、
地
主
総
代
合
田
重
博 、
小
作
人
総
代
合
田
誠
作
が
署
名
捺
印
し
て

い
る。豊

誌
池
の
築
造
に
よ
り

新
た
な
水
振
が
確
保
さ
れ 、
農
民
の
汗
と
脂
の
結
E聞
で
あ

る
貯
水
の
有
効
利
用
を
は
か
る
た
め 、
昭
和
四
年
か
ら
三
か
年
に
わ
た
り
臨
時
の
配

水
委
員
を
置
い
て 、
従
来
の
水
利
系
統
や
配
水
機
構
の
見
直
し
を
行
っ
た 。
全
地
域

に
適
正
な
配
水
が
行
わ
れ
る
よ
う
各
分
け
股
（
分
水
工）
に
分
水
標
を
置
き 、
掛
り

反
別
に
応
じ
た
一昨
要
水
量
を
算
出
し
て
分
岐
の
す
法
を
定
め 、
三
か
年
に
わ
た
っ
て

も
豊
富
に
な
り 、
こ
の
こ
ろ
発
明
さ
れ
た
発
動
機
に
よ
り

揚
水
ポ
ン
プ
は 、
大
野
原

地
区
で一
五
O
O
台
を
数
え 、
県
下
第一
の
常
習
干
ば
つ
村
か
ら
文
字
ど
お
り

豊
稔

村
へ
と
蛮
身
し
た。

呈
稔
池
堰
堤
の
基
礎
は
砂
岩
や
頁
岩
層
を
主
と
し 、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
と
し
て

は
必
ず
し
も
良
質
と
は
い
え
な
い
弱
点
が
あ
り 、
昭
和
二
十
二
年
秋
に
左
岸
ア
l

チ

部
の
付
根
で
亀
裂
漏
水
が
生
じ 、
昭
和
二
十二一
年 、
二
十
四
年
度
に
お
い
て
県
営
工

事
と
し
て
事
業
費
九
九
O
万
円
で
セ
メ
ン

ト，注
入
と
石
張
工
の
補
強
を
行
っ
た 。
L

か
し 、

壁
厚
が
薄
い
た
め
低
圧
注
入
と
な
り 、
完
全
な
止
水
に
は
至
お
な
か
っ
た 。

同

平
成
の
大
改
修

昭
和
五
十
年
三
九
七
五日 、
香
川
用
水
の
本
格
的
な
速
水
に
よ
っ
て 、
農
業
用

水
の
供
給
力
は
飛
田閥
的
に
増
大
し 、
念
願
の
適
時
適
量
の
水
管
理
が
可
能
と
な
り 、

地
区
内
の
用
水
管
理
も
旧
慣
行
を
是
正
し
つ
つ
新
し
い
水
利
秩
序
が
考
え
ら
れ
つ
つ

あ
っ
た。
し
か
し 、
豊
稔
池
も
築
造
後
半
世
紀
余
り
を
経
過
し 、
昭
和
五
十
年
代
後

半
に
は
堤
体
に
ク
ラ
7
ク
が
入
り 、

漏
水
が
呂
立
つ
よ
う
に
な
っ
た 。
昭
和
宜
十
八

年
人
月 、
県
に
祷
修
工
事
の
た
め
の
調
査
を
要
請 、
諦
査
の
結
果 、
本
格
的
な
修
復

工
事
が
必
要
と
な
り 、
昭
和
六
十
年
十一
月
に
農
林
水
産
省
へ
申
請
し 、
六
十一
年

五
月
に
採
択
さ
れ
た。
採
択
と
同
時
に
中
国
四
国
農
政
局
の
「
県
営
等
ダ
ム
技
術
検

討
委
員
会」
で
工
法
等
に
つ
い
て
検
討
が
は
じ
め
ら
れ
た
が 、
工
事
費
が
当
初
の
七

億一
二
O
O
万
円
を
大
幅
に
上
回
り 、
一
五
億
円
に
も
な
っ
た 。
そ
こ
で 、
固
と
も

協
議
す
る
な
か
で
新
し
く

制
度
化
さ
れ
た
農
地
防
災
ダ
ム
事
業
の
「
防
災
た
め
池
工

事」
で
の
採
択
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り 、

厳
し
い
建
設
省
協
議
を
な
ん
と
か
ク
リ

ア
し
て
六
十
三
年
四
月
「
防
災
た
め
池
工
事」
と
し
て
採
択
さ
れ 、
平
成
元
年
十一

月
に
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
た 。
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ため池詰

主
要
工
事
の
続
蚕

援
体
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
二
八
八
平
方
M

前
面
部

九
三
大
O
立
方
M
石
積
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト

六
九－
四
立
方
M
石
積
工

背
面
部

一
五
二一

平方
M

基
礎
処
理

カ
l

テ一
ン
グ
ラ
ウ
ト

一
三
九
孔

第3章

コ
ン
ソ
リ
デ
I

シ
ヨ
ン
グ
ラ
ウ
ト

主

洪
水
位
工

サ
イ
ホ
ン
補
修

取
水
工

取
水
工
三
か
所
補
修

毒
吐

か
所

減
勢
工

式
二
O
億
二
四
四
六
万
二
O
O
O
円

国

一
O
億
五一
九
三
万一
O
O
O
円

訳

県

七
億
六
七
五一一
万
五
0
0
0
円

七
五
二
四
万
人
0
0
0
円

内

町
土
地
改
良
区
一
億
二
九
七
五
万
人
0
0
0
円

員

昭
和
六
十
三
年
度
着
手

平
成
五
年
度

竣
工

更
に 、
平
成
五 、
六
年
度
の
こ
か
年
で 、
堰
堤
周
辺
が
利
活
用
保
全
施
設
と
し
て

事
業
費一
億
六
O
O
O
万
円
で
公
固
化
さ
れ 、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る。
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